
 

 

■予選リーグ 第２戦 

2005年 8月 12日 ウルラスタジアム 

日本代表１－０アイルランド代表
【得点】()はアシスト 

[日]62分藤本淳吾(金澤大将) 

【メンバー】 

GK⑫時久省吾(３)  
DF②徳永悠平(４)、③小宮山尊信(３)、④秋葉陽

一(４) →79分⑬廣井友信(３)、⑤登尾顕徳(４)、

MF⑦伊野波雅彦(２)、⑧兵藤慎剛(２)→71 分⑥

池上礼一(４)、⑭衛藤 裕(４)→41分⑩藤本淳吾

(４)、⑮金澤大将 

FW⑨赤嶺真吾(４)、⑲巻 佑樹(３) →58分⑰小

松 塁(４)  

【ＳＵＢ】 

GK①赤星 拓(３)、⑱飯塚 渉(２) 
MF⑯辻尾真二(２) 
FW⑪原 一樹(３)、⑳高橋大輔(４) 

■予選リーグ 第３戦 

2005年 8月 14日 ブジャカイナックラーシビル

日本代表１－０ロシア代表   
【得点】()はアシスト 

[日]14分衛藤 裕(兵藤慎剛) 

【メンバー】 

GK⑫時久省吾(３)  
DF②徳永悠平(４)、③小宮山尊信(３)→73 分⑮

金澤大将(４)、④秋葉陽一(４)、⑤登尾顕徳(４)、

⑬廣井友信(３) 

MF⑥池上礼一(４)、⑧兵藤慎剛(２)、⑭衛藤 裕

(４) 

FW⑪原 一樹(３) →80 分⑲巻 佑樹(３)、⑳高

橋大輔(４) →46分⑯辻尾真二(２) 

【ＳＵＢ】 

GK①赤星 拓(３)、⑱飯塚 渉(２) 
DF⑬廣井友信(３) 
MF⑦伊野波雅彦(２)、⑩藤本淳吾(４) 
FW⑨赤嶺真吾(４)、⑰小松 塁(４) 

ま
た
藤
本
が
試
合
を
決
め
た
。
勝
て
ば
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
行
き
が
決
定
す
る
第
２

戦
対
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
。
後
半
17
分
に
右
サ

イ
ド
Ｍ
Ｆ
金
澤 (

東
京
学
芸
大)

か
ら
の
ク

ロ
ス
を
藤
本
が
フ
リ
ー
で
も
ら
い
、
豪
快
な

ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
ゴ
ー
ル
に
突
き
刺
さ

し
た
。
試
合
後
に
「
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と

言
う
ほ
ど
強
烈
な
シ
ュ
ー
ト
は
流
れ
を
一

気
に
変
え
、
相
手
の
戦
意
す
ら
奪
っ
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
な
い
。
藤
本
は
こ
の
２
試
合

で
３
得
点
。「
藤
本
様
、
様
だ
な
」
と
乾
監

督
は
早
々
に
決
勝
リ
ー
グ
進
出
を
決
め
、
溢

れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
で
語
っ
た
。 

 

こ
の
試
合
、
ス
タ
メ
ン
に
は
Ｆ
Ｗ
赤
嶺
、

巻
の
駒
大
長
身
２
ト
ッ
プ
が
そ
び
え
た
つ
。

し
か
し
、
相
手
の
戦
術
の
中
で
、
も
が
く
か

の
様
に
日
本
イ
レ
ブ
ン
は
前
後
半
共
に
お

し
て
い
る
の
に
点
が
取
れ
な
い
嫌
な
雰
囲

気
。
だ
が
、
そ
れ
を
断
ち
切
っ
た
の
が
藤
本
。

17
分
に
決
勝
点
を
あ
げ
１
ー
０
。 

 

試
合
終
了
後
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
ハ
イ
タ

ッ
チ
を
か
わ
し
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

（
荒
川
好
和
）

予
選
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
通
過
を
か
け
、
い

ざ
出
陣
。
ロ
シ
ア
戦
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
ス
ピ
ー
ド
」
。
速
さ
の
原(

駒
大)

と
高

さ
の
高
橋(

福
岡
大)

を
起
用
し
た
。 

試
合
は
髪
が
大
き
く
な
び
く
ほ
ど
の

強
風
の
な
か
、
風
下
に
相
手
を
構
え
る
か

た
ち
で
前
半
開
始
。
４
分
に
、
廣
井
が
Ｆ

Ｋ
を
右
サ
イ
ド
の
衛
藤
へ
つ
な
ぎ
、
シ
ュ

ー
ト
す
る
も
外
へ
。
そ
し
て
前
半
16
分
、

左
の
ゴ
ー
ル
エ
リ
ア
手
前
で
兵
藤
が
衛

藤
に
パ
ス
。
衛
藤
は
真
ん
中
に
空
い
た
ス

ペ
ー
ス
へ
ド
リ
ブ
ル
で
中
央
に
切
り
込

み
、
右
足
で
シ
ュ
ー
ト
。
「
自
分
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
打
て
た
」(

衛
藤)

と
難
な
く
ゴ

ー
ル
左
隅
に
決
め
た
。
後
半
開
始
と
共
に

強
風
も
ぴ
た
っ
と
止
み
、
風
も
日
本
に
味

方
す
る
。
中
盤
か
ら
の
プ
レ
ス
が
効
果
的

に
効
き
、
相
手
に
つ
け
入
る
す
き
を
与
え

ず
、
１
―
０
で
勝
利
し
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
で

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
駒
を
進
め
た
。

 

あ
と
３
つ
で
３
連
覇
。
だ
が
過
去
２
大

会
、
準
々
決
勝
は
Ｐ
Ｋ
戦
と
嫌
な
ジ
ン
ク

ス
が
あ
る
だ
け
に
、
「
次
が
決
勝
の
つ
も

り
で
戦
い
ま
す
」(

乾
監
督)

と
気
を
引
き

締
め
な
お
し
た
。 

 
 

（
荒
川
好
和
）

大大
事事
なな
初初
戦戦
、、
手手
ここ
ずず

るる
もも
手手
にに
しし
たた
勝勝
利利  

こ
の
試
合
は
何
と
か
勝
っ
た
。 

大
事
な
初
戦
、
相
手
は
タ
イ
。
「
開

始
10
分
以
内
に
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
が

く
る
」
と
指
揮
官
の
予
想
と
は
裏
腹
に

前
半
は
膠
着
状
態
が
続
い
た
。
「
プ
レ

ス
が
後
手
後
手
に
ま
わ
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
藤
本
が
言
う
通
り
、
タ
イ
の
ス

ピ
ー
ド
と
個
人
技
に
翻
弄
さ
れ
、
何
度

も
危
機
的
な
場
面
を
む
か
え
て
し
ま

っ
た
。
だ
が
、
こ
の
ま
ま
前
半
終
了
か

と
思
わ
れ
た
44
分
。
池
上
の
ク
リ
ア

気
味
の
ボ
ー
ル
が
タ
イ
の
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
の
裏
を
抜
け
、
藤
本
へ
。
「
キ
ー

パ
ー
が
前
に
来
て
い
た
の
が
見
え
た

の
で
、
し
っ
か
り
狙
っ
て
」
と
技
あ
り

の
ル
ー
プ
シ
ュ
ー
ト
。
待
ち
わ
び
た
先

制
点
を
手
に
入
れ
、
後
半
54
分
に
は
、

ま
た
も
藤
本
が
決
め
こ
れ
が
決
勝
点

と
な
っ
た
。
ロ
ス
タ
イ
ム
に
失
点
し
た

が
、
タ
イ
の
攻
撃
も
こ
こ
ま
で
。
２
―

１
で
試
合
を
終
え
た
。 

 

終
始
Ｄ
Ｆ
陣
の
連
携
ミ
ス
、
中
途
半

端
な
パ
ス
が
目
立
ち
、
最
後
の
失
点
も

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。
「
反
省
す
る
べ

き
と
こ
ろ
は
修
正
す
る
し
か
な
い
。
い

い
薬
に
な
っ
た
」
と
乾
監
督
は
厳
し
い

表
情
で
試
合
を
振
り
返
っ
た
。 

（
荒
川
好
和
） 

長身のアイルランドの選手にスピードで勝る金澤は、右サイ

ドを再三突破し、後半には藤本の決勝ゴールをアシストした

衛藤（右）のゴールを祝福する高橋。乾チルド

レンの福大コンビの活躍もありロシアに辛勝 

試合開始早々から徳永は右

サイドを切り込み、サイドを

起点とした攻撃を展開した。

頼れる藤本の２発で開幕戦を乗り切った 

■予選リーグ 第１戦 

2005年 8月 10日 アルサンジャックスタジアム

日本代表２－１タイ代表    
【得点】()はアシスト 

[日]44分藤本淳吾、54分藤本淳吾 

[タ]89分 THONGLAO 
【メンバー】 

GK①赤星 拓(３)  

DF②徳永悠平(４)、③小宮山尊信(３)→70 分⑯

辻尾真二(２)、④秋葉陽一(４)、⑤登尾顕徳(４)、

⑥池上礼一(４)→56分⑧兵藤慎剛(２) 

MF⑦伊野波雅彦(２)、⑩藤本淳吾(４)、⑭衛藤

裕(４) 

FW⑰小松 塁(４) →86分⑲巻 佑樹(３)、⑳高

橋大輔(４) →47分⑨赤嶺真吾(４) 

【ＳＵＢ】 

GK⑫時久省吾(３)、⑱飯塚 渉(２) 
DF⑬廣井友信(３) 
MF⑮金澤大将(４) 
FW⑪原 一樹(３) 


